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　一般的に使用される金属製の車椅子は、そのまま
では空港の保安検査場にある金属探知ゲートを通過
出来ない為、利用者は別途手持ち式の金属探知機で
ボディチェックを受ける必要がある。
　また、病院内の医療用ＭＲＩ（磁気共鳴画像装置）
検査室に於いて、鉄などの磁性体車椅子は、強力な
磁力を発生するＭＲＩ装置に吸い寄せられる危険性
があり、更に検査画像を乱す恐れもある。その為、
検査を受ける場合は一旦車椅子から降り、磁性体の
車椅子を検査室の外へ出す必要があり、これらのボ
ディチェックや椅子の乗り降りは老人や身障者など

車椅子の利用者には大きな負担となっている。
　更に、近年医療用のＭＲＩは、より解像度の高い
画像を得るために、従来機より強い磁力を発生する
３テスラ型以上の装置の導入も進んでいることか
ら、画像への悪影響のない完全に金属素材を廃した
車椅子が求められている。
　本事業では当社固有技術の「積層強化木」を活用
し、低コストで高磁場域でも使用できる車椅子部品
の開発と製造技術の確立を図り、試作品の開発を
行った。

　木製車椅子部品の加工に於ける技術的な課題とし
て、複雑な形状且つ高い精度が求められる部品が多
く、いかにコストを抑えて市場に投入するかが争点
となっていた。しかし、試作は既存の古い設備と手
仕上げで行ったものであり、加工費が高くならざる
を得ない状況であった。

　最新の設備（4軸NCルータ）を導入することで、加
工費の削減を図り、更にパーツ、機構の簡素化など
度重なる設計変更を行いコストの削減を図った。

本事業への取組みの経緯・目的

実施内容
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［対象類型］　ものづくり技術 
［ものづくり技術との関連性］　デザイン開発に係る技術

　木製車椅子は金属やプラスチックの車椅子と異なり、
これまで機能性一辺倒だった車椅子に対して、使用者
に優しく意匠性や家具的な親しみやすさをもたらし、
新たな価値を付与する可能性を示唆するものである。
　日本に於いては平成25年に65歳以上の人口割合が
25%を超え、4人に1人が高齢者という状況にあり、
2033年には33%（3人に1人）まで増加するとされてい
る。それに従い、在宅で車椅子を使用する機会も増え
ていくものと推測され、温かみがあり、家庭に馴染む
居住性の高い木製車椅子が活躍する機会は益々多く
なると思われる。

　また、2020年開催の東京オリンピック、パラリン
ピックに於いても日本製の品質の高い木製車椅子が
様々な場面で活躍するであろうことは想像に易い。
　空港施設用車椅子に関しても、日本のみならず、世
界的に進行する高齢化により、必要性は高まる一方
である。上記課題の解決により、国内は元より、海外
市場においても十分な競争力を得ることができ、ター
ゲットとする販路において、シェア獲得を加速させる
ことが可能となる。
　MRI用に関しては、MRIを保有する医療機関、MRI
メーカー、MRI販売会社に導入を推奨していく。

　４軸NCルータの導入により、加工工程の工夫だ
けでは如何ともしがたかった加工費を10～ 16%低
減できた。少しでも安く仕上げることで、多くのユー
ザーが手に入れられる機会が増えたと言える。
　空港用車椅子に関しては、2017年7月に国内航空
会社へ初回納入し、全国の空港へ順次配備されるこ
とが決定している（2018年度までにおよそ250台配
備予定）。また、一般向け車椅子に関しては、弊社
十勝工場が所在する北海道幕別町役場の新庁舎や、
福祉施設への寄贈を行っており、温かみのある車椅
子が好評を博している。

事業実施の成果
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事業テーマ

非磁性・非金属車椅子部品の試作開発
（空港、医療、一般向け）

［主な事業・業種］　木材・木製品製造業
［得意分野］　木材加工
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複雑な木製部品の例 木製部品を組み上げたもの

一般向け（介助用）車椅子

空港施設用（介助用）車椅子

社長　新田　潔
　本件の開発によって合板の新しい利用用途が見いだされ、利用者に新しい選択肢を供給でき
ることは非常にうれしいことです。
　当社はこの完成で歩みを止めることなく更に利用者の利便性、生活環境の向上に取り組んで
いきたいと考えておりますので本件によるご意見ご要望等がありましたらお知らせください。

社長から一言


